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 令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染

症が５類感染症に移行したことにより、各種教育

活動は、従来の規模や方法等で実施することがで

きるようになりました。学校に生徒たちの元気な

声や、生き生きと活躍する姿が戻ってきたことを

大変うれしく思います。また、今年度までの３年

間の全国学力・学習状況調査の結果からは、本市

の中学生は、全ての教科で大都市の中でも上位の

成績を維持していることが分かっています。コロ

ナ禍にあっても「学びを止めない」ために各学校

の先生方が努力してきた成果だと、誇りに思って

いるところです。 

 さて、本会は４月に「ともに悩みを分かち合い、

知恵を出し合い、支え合い、創造と貢献を目指し

合う仙台市中学校長会」というスローガンを継承

しつつ、多角的な視点、すなわち、物事の全体像

を見渡す「鳥の目」の視点、通常よりもはるかに

細かいところを注意深く掘り下げていく「虫の目」

の視点、潮目を読む（時代の変化をとらえて先を

読む）「魚の目」の視点を大切にしながら、学校経

営に全力を尽くしていくことを誓い合いました。

そして、様々な制約の中進めてきた教育活動を、

単にコロナ禍前の姿に戻すのではなく、学校や地

域の実態や時代の要請等を踏まえた真に必要なも

のへと、創造的に改革していくことを目指して取

組を進めてきました。 

 そのような中、６月に開催された第 73 回東北地

区中学校長会研究協議会福島大会は、昨年度に引

き続き参集及び Web 参加によるハイブリッド方

式で開催されましたが、５月の第 74回全日本中学

校長会総会、10 月の第 74 回全日本中学校長会研

究協議会大分大会、11 月の第 80 回大都市中学校

長会連絡協議会静岡大会は、いずれも参集形式で

の開催となりました。中学校教育が当面する各種

課題に関して、各地域や学校における成功事例や

先進的な取組を共有するとともに、各地の校長先

生と膝を交えて解決策などについて協議する機会

を持てたことは、大変有意義なことであったと考

えています。オンラインでは得られない学びがあ

ることを、改めて実感する機会ともなりました。 

 また、11 月に開催した第 10 回仙台市中学校長

会研究協議会では、「持続可能な教育活動・学校教

育を目指して～これからの部活動の在り方～」を 

テーマに、４名の校長先生からの実践発表とパネ

ルディスカッション、それを受けてのグループ協

議が行われました。専門性や意思にかかわらず教

師が顧問を務めるこれまでの指導体制を継続する

ことや、少子化の進展に伴い、部活動を従来の規

模・体制で運営することが難しくなってきている

中、持続可能な部活動運営体制の構築の必要性に

ついて、認識を深めることができました。本市の

部活動の地域移行はまだ緒に就いたばかりであり、

仙台市中学校長会として、課題の整理や解決策の

検討等に真摯に取り組み、改革の歩みを着実に進

めていくことが重要であると考えています。 

 働き方改革やいじめ・不登校対策、生徒の多様

性に応じた指導の充実、震災の教訓を生かした防

災対応力の育成、キャリアステージに応じた人材

育成など、対応が求められる課題はほかにもたく

さんあります。また、令和の日本型学校教育が目

指す、全ての子どもたちの可能性を引き出す「個

別最適な学びと協働的な学び」の実現と、学習指

導要領の着実な実施による「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業改善については、学校

の「本分」として、校長のリーダーシップの下、

不断の努力を重ねていかなければなりません。今

後も、会員相互の連携・協力を強固なものとしな

がら、多角的な視点を大切にして難局を乗り越え

ていくことを切に願っています。 

末筆となりましたが、本会の運営に御協力、御

尽力いただきました会員の皆様に心より感謝申し

上げます。ありがとうございました。次年度以降

も、本会がますますの発展を遂げますことを祈念

し、結びといたします。 

＜巻頭言＞ 

多角的な視点を大切にして、創造と貢献を目指す 
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１ 活動目標 

(1)  仙台市中学校長会 Webページを管理・運用 

し，情報の共有及び広報活動に努める。 

(2)  校長会運営に係るネットワークや ICT活用 

のサポートに努める。 

 (3) 仙台市中学校長会「紀要」を編集・発刊する。 
 
２ 活動内容 

(1) 仙台市中学校長会の Webページ・ブログを管 

理し，適時更新する。必要に応じてサイトの 

構成等を改善する。 

 (2) オンライン会議や校務支援システム運用等の   

  サポートを行う。 

(3) 役員会・各部との連携を図り，資料の収集や 

情報提供・情報共有を行う。 

 (4) 仙台市中学校長会の諸連絡や研究調査等の記 

  録，校長会案内文書，調査依頼等を Webペー 

  ジの会員専用ページに掲載する。 

 (5) 仙台市中学校長会「紀要」を作成し，関係    

  諸機関に配付するとともに，校長会の Webペ 

 ージに掲載する。 

 
３ 活動の概要 

(1) 第 1 回部会        4 月 3 日(月) 

  ・部員顔合わせ 

  ・活動内容の確認 

・活動計画（概要）の確認 

(2) 第 2 回部会         5 月 23 日(火) 

  ・組織確認，役割分担確認 

  ・連絡網確認 

  ・活動目標設定，活動内容確認 

  ・活動日程確認 

  ・Webページ更新研修 

  ・ブログ更新研修 

  ・Webページ年度更新 

  

(3) 第 3 回部会          9 月 6 日(水) 

  ・中学校長会「紀要」編集計画 

  ・「紀要」編集役割分担，編集日程確認 

  ・「紀要」原稿執筆依頼 

(4) 第 4回部会          1 月 16 日(火) 

  ・中学校長会「紀要」原稿全体編集 

  ・「紀要」一次校正 

   ・令和 5 年度の振り返り 

   ・次年度改善案検討 

 (5) 第 5 回部会          2 月 2 日(金) 

 ・中学校長会「紀要」原稿二次校正 

 ・「紀要」原稿業者発注 

 ・令和 5 年度活動報告作成 

 ・令和 6 年度活動目標・活動内容確認 

 ・令和 6 年度活動計画作成 

 ・令和 6 年度以降のブログ継続の審議 

 (6) 第 6 回部会         3 月 1 日(金) 

  ・中学校長会「紀要」関係機関配付   

  ・中学校長会「紀要」Webページ掲載 

 (7) 臨時情報部会                   ※適時 

  ・仙台市中学校長会資料収集 

  ・仙台市中学校長会Webページ更新 

  ・仙台市中学校長会ブログ更新 

  ・情報提供資料のWebページ掲載 

 (8) その他 

   仙台市中学校長会「紀要」の編集計画を見 

直し，原稿の様式や発刊までの段取りを改善 

した。 

  校長会 Web ページの構成を一部改善すると

ともに，校長会のお知らせや開催の様子を適

時更新した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 情 報 部 

        部長  木 下 裕 士 

＜情報部員＞ 

部 長  木 下 裕 士 （西 多 賀 中） 

副部長  澁 谷 広 司 （加 茂 中） 

部 員  工 藤   哲 （東 仙 台 中） 

部 員  桜 井 泰 実 （七 北 田 中） 

部 員  芳 賀   亨 （南 中 山 中） 

部 員  大 内   聡 （田 子 中） 
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部長　　木　下　裕　士
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